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平成２２年１月１日 �

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
お
健
や
か
か
に
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　

月　

日
よ
り
神
河
町
長
に
就
任

１１

２７

い
た
し
ま
し
た
山
名
宗
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
皆

様
方
の
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

神
河
町
長
の
職
に
押
し
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
厚
く
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
今
回
の
出
馬
に
あ

た
り
、
合
併
後
４
年
を
経
過
し
た
神

河
町
の
現
状
に
つ
い
て
、
ま
た
世
界

の
経
済
状
況
、
三
位
一
体
改
革
、
総

選
挙
に
お
け
る
政
権
交
代
に
よ
り
、

合
併
協
議
に
基
づ
く
町
づ
く
り
は
、

そ
の
時
々
の
状
況
判
断
に
委
ね
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
発
生
す
る
な

か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
文
化
の

違
う
町
が『
ハ
ー
ト
の
ふ
れ
あ
う
町
・

両
町
の
均
衡
あ
る
発
展
』
を
目
標
と

し
て
、
様
々
な
議
論
を
経
て
合
併
に

至
っ
た
経
過
、
ま
た
合
併
以
降
ま
す

ま
す
悪
化
す
る
財
政
状
況
も
含
め
、

合
併
後
４
年
間
の
検
証
と
健
全
財
政

の
確
立
が
必
要
か
つ
急
務
な
課
題
だ

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
突
然
の
足

立
前
町
長
の
勇
退
を
受
け
、
非
常
に

時
間
の
な
い
中
で
の
決
断
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
神
河
町
の

町
づ
く
り
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
役

場
、
地
域
で
お
世
話
に
な
っ
た　

年
３２

間
の
経
験
を
今
こ
そ
生
か
す
時
と
判

断
し
て
出
馬
を
決
意
い
た
し
ま
し
た
。

　

少
子
、
高
齢
、
過
疎
、
大
き
な
財

政
赤
字
の
現
状
は
相
当
に
厳
し
い
で

す
が
、
県
・
国
と
の
連
携
を
さ
ら
に

強
め
、
お
年
寄
り
が
安
心
し
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
町
づ
く

り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
均
衡
あ
る
神
河
町
の
発
展

の
た
め
に
も
旧
町
意
識
を
捨
て
、
住

民
が
真
に
ひ
と
つ
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
常
に

住
民
目
線
に
立
ち
、
公
平
・
公
正
、

そ
し
て
透
明
性
の
あ
る
町
政
を
進
め
、

ほ
ん
ま
に
一
つ
の
神
河
町
づ
く
り
を

目
指
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
政
策
の
な
か
で
も
、
ま

ず
は
財
政
再
建
で
す
。
神
河
町
は
一

般
会
計
、
特
別
会
計
合
わ
せ
て
約
２

５
０
億
円
、
住
民
一
人
当
た
り
１
９

２
万
円
の
借
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
は
地
域
振
興
の
た
め
に
様
々
な
施

設
整
備
を
行
っ
て
き
た
か
ら
で
す
が
、

今
後
の
課
題
と
し
て
、
新
た
な
ハ
ー

ド
事
業
や
今
ま
で
に
建
設
し
て
き
た

施
設
の
運
営
、
管
理
の
問
題
が
鍵
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
ハ
ー
ド
事
業
で
あ
る
、
学

校
の
統
廃
合
問
題
で
は
、
現
大
河
内

中
学
校
に
神
崎
中
学
校
を
統
合
、
神

崎
中
学
校
跡
に
大
山
・
粟
賀
小
学
校

を
統
合
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

私
は
、
統
合
位
置
に
つ
い
て
は
、

こ
の
間
の
経
過
、
す
な
わ
ち
旧
町
の

均
衡
あ
る
発
展
を
基
本
と
し
た
合
併

協
議
、
統
廃
合
問
題
に
つ
い
て
の
学

校
教
育
審
議
会
答
申
を
は
じ
め
と
し

た
前
町
政
の
考
え
方
を
基
本
的
に
尊

重
し
、
建
築
方
法
に
つ
い
て
点
検
検

証
を
実
施
し
、
現
大
河
内
中
学
校
に

神
崎
中
学
校
を
統
合
・
改
築
す
る
こ

と
と
判
断
し
ま
し
た
。
ま
た
、
統
合

小
学
校
問
題
に
つ
い
て
は
、
建
築
方

法
に
つ
い
て
早
急
に
点
検
・
検
証
を

行
い
判
断
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、

関
連
す
る
通
学
路
の
確
保
な
ど
安
全

安
心
な
教
育
環
境
を
最
優
先
し
、
住

民
負
担
の
軽
減
を
第
一
に
考
え
た
徹

底
し
た
事
業
費
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。

　

次
に
、
今
ま
で
建
設
し
て
き
た
施

設
と
し
て
は
、
①
観
光
施
設
、
②
社

会
体
育
施
設
、
③
公
立
神
崎
総
合
病

院
、
④
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
４
つ

の
事
業
、
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

観
光
施
設
・
社
会
体
育
施
設
に
つ

い
て
は
、
経
営
委
託
業
者
と
外
部
有

識
者
を
交
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
最
善
の
方
法
、
方

向
を
探
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
今
年
秋
公
開
予
定
の
村
上

春
樹
氏
の
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の

ロ
ケ
地
と
な
っ
た
砥
峰
高
原
を
中
心

に
観
光
施
設
含
め
た
観
光
Ｐ
Ｒ
を
集

中
し
て
取
り
組
み
、
観
光
入
り
込
み

客
の
増
加
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

公
立
神
崎
総
合
病
院
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
拠
点
病
院
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
雇
用
・
就
労
、
地
域
経
済
に

と
っ
て
も
大
変
大
き
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
現
在
、
医
療
費
負
担
と
し
て

３
億
円
の
繰
り
出
し
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
過
去
に
は
３
億
円
に
対
し
て

約
２
億
２
千
万
の
交
付
税
が
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
三
位
一
体
改
革
に

よ
り
約
１
億
６
千
万
に
減
り
、
そ
の

結
果
、
実
質
町
負
担
は
１
億
４
千
万

円
と
な
り
、
人
口
１
万
３
千
人
の
町

の
負
担
と
し
て
は
大
変
大
き
な
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

但
馬
地
域
に
県
立
病
院
が
な
い
公

立
豊
岡
病
院
で
は
、
県
が
か
な
り
の

財
政
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

神
河
町
に
お
い
て
も
県
・
国
に
対
し

て
支
援
を
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ど
の
自
治
体
病
院
で
も

医
師
不
足
で
困
っ
て
い
ま
す
が
、
医

師
１
人
当
た
り
の
医
業
収
益
は
１
億

円
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

医
師
数
を
確
保
し
収
益
増
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
神
戸
大

学
病
院
や
県
と
の
連
携
を
よ
り
一
層

強
め
、
経
営
の
健
全
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
つ
い
て

は
、
自
主
放
送
番
組
と
し
て
町
内
の

出
来
事
を
取
材
、
編
集
、
放
送
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
職
員
一
人
ひ
と

り
の
大
変
な
努
力
の
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を　

時
間
有

２４

効
に
使
っ
て
い
な
い
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た

デ
ジ
タ
ル
有
料
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
契

約
先
の
送
信
方
法
の
変
更
に
よ
り
平

成　

年
度
末
に
は
受
信
が
で
き
な
く

２２
な
り
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
光

フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
受
信
方
法
が
適

切
で
す
が
、
費
用
が
非
常
に
高
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
隣
接
の
姫
路

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
の
連
携
、
一
部

広
域
化
を
行
う
こ
と
で
効
率
的
な
運

用
が
で
き
、
経
費
の
節
減
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
暮
ら
し
の
政
策
と
し

て
は
、
①
子
育
て
・
教
育
対
策
、
②

医
療
・
福
祉
対
策
、
③
住
民
参
加
に

よ
る
開
か
れ
た
行
政
、
④
雇
用
・
地

域
振
興
施
策
、
⑤
防
災
、
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
お
年
寄

り
が
安
心
し
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

が
あ
ふ
れ
、
神
河
町
に
住
ん
で
良

か
っ
た
と
い
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
方
の
こ
れ
ま
で
以
上

の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
勇
退
さ
れ
ま
し
た
足
立

前
町
長
の
旧
町
を
含
め
４
期
に
わ
た

る
町
長
在
職
と
い
う
も
の
は
、
今
後
、

誰
に
も
真
似
る
こ
と
の
で
き
な
い
大

変
な
功
績
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
健
康
第
一
で
長
年
の
疲

れ
を
癒
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ま

た
、
第
二
の
人
生
を
謳
歌
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
念
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆

様
の
ご
多
幸
、
ご
繁
栄
を
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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現
在
の
神
崎
・
大
河
内
中
学
校
の
２
校
が
統
合
し
、
平

成　

年
４
月
に
誕
生
す
る
中
学
校
の
校
名
が
、
中
学
校
統

２３
合
準
備
委
員
会
に
お
い
て
協
議
、
検
討
さ
れ
た
結
果
、
神

河
中
学
校
に
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
校
名
を
使

用
し
ま
す
。

��
�

�

　

神
河
町
立
神
河
中
学
校

�
�
�
�

　

�
神
河
町
唯
一
の
中
学
校
と
し
て
地
域
を
代
表
し
て
い

る
。

　

�
部
活
動
な
ど
で
町
の
代
表
校
と
し
て
県
内
外
へ
出
た

場
合
、
わ
か
り
や
す
い
。

　

�
シ
ン
プ
ル
で
か
つ
町
民
の
納
得
が
得
ら
れ
る
。

　

�
対
等
、
平
等
で
一
つ
に
ま
と
ま
り
や
す
い
。

　

�
全
国
的
に
み
て
神
河
町
は
当
町
だ
け
の
名
称
で
あ
る
。

　

校
名
の
決
定
に
伴
い
、
新
し
い
中
学
校
の
校
章
の
募
集

を
行
い
ま
す
。
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　

時　

１
月　

日
（
日
）

１０

場　

所　

神
河
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

グ
リ
ン
デ
ル
ホ
ー
ル

受　

付　

午
前
８
時　

分
〜
９
時　

分

３０

３０

開　

会　

午
前
９
時　

分
３０（

終
了
予
定　
　

時　

分
）

１２

３０

内　

容　
「
式
典
」

　
　
　
　

・
式
辞

　
　
　
　

・
来
賓
祝
辞

　
　
　
　

・
記
念
品
贈
呈

　
　
　
　

・
誓
い
の
こ
と
ば

　
　
　
　
「
記
念
撮
影
」

　
　
　
　
「
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
」（
新
成
人
の
み
）

※
式
典
は
、
ご
家
族
の
方
も

　

参
観
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会

　
　

�
３
４
―
０
２
１
２

　

立
垣
昇
副
町
長
が
平
成　

年　
２１

１２

月　

日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
、　

１０

１２

月　

日
に
開
か
れ
た
第　

回
神
河

１１

３１

町
議
会
定
例
会
で
、
副
町
長
に
細

岡
重
義
氏
（
吉
冨
・　

歳
）
を
選

５９

任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成　

年　

月　

日

２１

１２

１１

か
ら
平
成　

年　

月　

日
ま
で
の

２５

１２

１０

４
年
間
で
す
。

　

立
垣
氏
は
、
平
成　

年　

月
１

１３

１０

日
か
ら
２
年
間
旧
大
河
内
町
収
入

役
、
平
成　

年
７
月
１
日
か
ら
約

１５

２
年
４
ヶ
月
旧
大
河
内
町
助
役
、

平
成　

年
４
月　

日
か
ら
約
３
年

１８

１３

８
ヶ
月
副
町
長
と
し
て
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

《
略
歴
》

　

昭
和　

年
神
崎
町
職
員
。
総
務

４４

課
参
事
、
教
育
課
長
、
住
民
課
長
、

病
院
総
務
課
長
、
平
成　

年
か
ら

２０

総
務
課
長

　

山
田
征
男
教
育
長
が
平
成　

年
２１

　

月　

日
の
任
期
満
了
に
よ
り
退

１２

２０

任
さ
れ
、　

月　

日
に
開
か
れ
た

１２

１１

第　

回
神
河
町
議
会
定
例
会
で
、

３１
教
育
委
員
に
澤
田
博
行
氏
（
大
山

・　

歳
）
を
任
命
す
る
こ
と
に
同

６０
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
と
も
な
う

藤
原
雄
三
委
員
（
上
小
田
・　

歳
）

５７

の
任
命
に
つ
い
て
も
、
同
定
例
会

で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
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　平成２０年度にクリーンセンターが受け入れたごみの全体量は、６,６４１トン（前年度は７,００６トン）で前
年度対比５．２％の減となっています。そのうち神河町分は、３,２０６トン（前年度３,４１６トン）で前年度対比
６．１％の減となり、ごみの減量化が図られています。今後もごみの分別、減量化にご協力ください。

※売上料は、中播北部クリーンセンターの維持管理費に充当しています。
※ごみの分別が適正にされ、異物が混入していない資源ごみは高く売れますので、ご協力
をお願いします。
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売　上　料（円）売　　渡　　量（�）資　　　源　　　ご　　　み

14,059,832631,220

317,980新　　聞
古　

紙
241,450雑　　誌

71,790ダンボール

7,230,525217,220

117,890鉄屑バラ
鉄　

類金　
　
　
　

属

71,580鉄プレス

27,750スチール缶プレス

5,230,92035,520

4,050アルミバラ
ア
ル
ミ

8,880アルミプレス

22,590アルミ缶プレス

651,1002,710被覆線（銅線）

311,85627,946ペットボトル

339,210113,070布　　類

20,7088,260生びん（一升びん・ビールびん）

27,844,1511,035,946合　　　計
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任
期
満
了
に
伴
う
神
河
町
議
会

議
員
選
挙
を
平
成　

年
４
月　

日

２２

２５

（
日
）
に
執
行
し
ま
す
。

　

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
立
候

補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
必
ず

出
席
（
本
人
を
含
む
３
人
以
内
）

し
て
く
だ
さ
い
。
代
理
で
も
結
構

で
す
。

　

な
お
、
こ
の
度
の
選
挙
か
ら
議

員
定
数
は
２
名
減
の　

名
と
な
り

１４

ま
す
。

と　

き　

２
月　

日
（
木
）

２５

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

と
こ
ろ　

神
河
町
役
場

　
　
　
　
　
　

３
階
第
３
会
議
室

そ
の
他　

印
鑑
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

　

�
３
４
―

０
０
０
１

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
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助
成
対
象
者

　

�
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
者

　

�
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

　
　

る
者

助
成
額

　

接
種
費
用
の
全
額

　
　
　
　
　
（
自
己
負
担
実
費
額
）

申
請
方
法

　
　

助
成
対
象
者
は
、
神
崎
支
庁

舎
内
健
康
福
祉
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。（
印
鑑
持
参
）

助
成
方
法

　
　

町
が
発
行
す
る
「
免
除
証
明

書
」
に
て
医
療
機
関
（
神
崎
郡

内
の
み
）
に
お
い
て
無
料
で
接

種
、
又
は
医
療
機
関
（
郡
内
問

わ
ず
可
）
で
接
種
後
に
領
収
書

等
を
提
出
し
て
償
還
払
い
の
手

続
き
を
行
う
。

申
込
期
限

　

３
月　

日
ま
で

３１

※
助
成
対
象
者
の
確
認
は
個
人
情

報
で
あ
る
た
め
、
電
話
で
は
お

答
え
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
健
康
福
祉
課
（
�
３

２
―

２
４
２
１
）ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�

�
��

�
�
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�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
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対
象
者
に
は
、
１
月
中
旬
に
入

学
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
入
学

説
明
会
は
、
学
校
か
ら
通
知
さ
れ

ま
す
。

　

入
学
通
知
書
が
お
手
元
に
届
か

な
い
場
合
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象
者

　

町
内
に
在
住
す
る
児
童
、
生
徒
で

○
小
学
校　

平
成　

年
４
月
２
日

１５

　

〜
平
成　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

１６

○
中
学
校　

平
成
９
年
４
月
２
日

　

〜
平
成　

年
４
月
１
日
生
ま
れ

１０

問
い
合
わ
せ

　

教
育
課
学
校
教
育
係

�
３
４
―

０
２
１
２

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�

（
翌
年
度
の
住
民
税
か
ら
控
除
で

き
ま
す
。）

概　

要

　

平
成　

年
〜　

年
、
平
成　

年

１１

１８

２１

〜　

年
中
に
入
居
し
所
得
税
の
住

２５
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て
い
る
方

で
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

か
っ
た
額
が
あ
る
場
合
、
翌
年
度

の
住
民
税
の
所
得
割
か
ら
控
除
で

き
ま
す
。

※
平
成　

年
〜　

年
中
に
入
居
し

２１

２５

た
方
、
平
成　

年
〜　

年
末
ま

１１

１８

で
に
入
居
の
方
で
町
へ
の
申
告

を
さ
れ
な
い
方
は
、
上
限
が
９

７
５
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

手
続
き

　

通
常
の
所
得
税
の
確
定
申
告

（
給
与
所
得
者
は
入
居
年
の
翌
年

に
確
定
申
告
し
た
以
後
は
年
末
調

整
に
よ
る
）
に
よ
り
ま
す
。
確
定

申
告
は
、
３
月　

日
ま
で
と
な
っ

１５

て
い
ま
す
。

※
（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
、

省
エ
ネ
改
修
工
事
に
係
る
）
特

定
増
改
築
等
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
に
つ
い
て
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

　

確
定
申
告
に
つ
い
て
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nta

go.jp

）
ま
で
。

　

e
―
T
a
x
利
用
に
か
か
る
５
０

０
０
円
の
税
額
控
除
（
平
成　

年
１９

〜　

年
分
の
間
で
い
ず
れ
か
１

２２
回
）
の
適
用
が
延
長
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課

�
３
４
―

０
９
６
１

�
�

�
�
�
�
�
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�
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現
在
、
大
河
内
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
る
教
室
を
神
崎

支
庁
舎
で
も
行
い
ま
す
。

�
�
�
��
��
�
�

の
う

　

１
年
前
に
比
べ
て
「
物
覚
え
が

悪
く
な
っ
た
」「
集
中
力
が
な
く
な

っ
た
」
と
い
う
実
感
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

認
知
症
に
な
る
可
能
性
は
誰
で

も
あ
り
ま
す
が
、
本
人
の
自
覚
と

努
力
次
第
で
予
防
で
き
ま
す
。
い

つ
ま
で
も
「
元
気
や
の
ぅ
（
脳
）

〜
」
と
言
え
る
よ
う
に
、
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

１
月　

日
（
月
）
〜

１８

　

６
月
７
日（
月
）ま
で
の
計　

回
１１

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

内　

容　

体
と
脳
を
元
気
に
す

る
た
め
の
方
法
を
学
び
、
実
践

し
ま
す
。

�
�
�
�
��
�
��
�
�

ち
ょ
き
ん

　

最
近
「
よ
く
こ
け
そ
う
に
な
る

け
ど
、
年
を
と
っ
た
か
ら
仕
方
な

い
か
な
」
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？

　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
す
た

め
に
、
仲
間
と
一
緒
に
筋
肉
を
貯

筋
し
ま
せ
ん
か
？

と　

き　

１
月　

日
（
月
）
〜

２５

　

６
月
９
日（
水
）ま
で
の
計　

回
１１

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

内　

容　

元
気
で
過
ご
す
た
め
の

簡
単
な
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

①
②
の
教
室
の
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
左
記
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

対　

象　
　

歳
以
上
の
方

６５

会　

場　

神
崎
支
庁
舎

　
　
　
　
　
　
　
（
健
康
学
習
室
）

締　

切　

１
月　

日
（
木
）

１４

申
込
み　

健
康
福
祉
課

�
３
２
―

２
４
２
１

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
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�

　全区画南向き、建築条件なし、菜園も利用できます。
店舗付き住宅、社宅などもご相談ください。
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地
籍
課
の
事
務
所
が
大
河
内
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
２
階
か
ら
１

階
へ
移
転
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

地
籍
課

�
３
４
―

０
９
６
５

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
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社
会
福
祉
協
議
会
支
所
は
、
平

成　

年　

月　

日
を
も
っ
て
閉
所

２１

１２

２８

し
、
本
所
（
神
崎
支
庁
内
）
に
統

合
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

�
３
２
―

２
３
０
３

�
�
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町
が
行
う
建
設
工
事
、
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
物
品
の

製
造
の
請
負
、
買
い
入
れ
等
業
務

の
競
争
入
札
等
に
参
加
し
よ
う
と

す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
競
争
入

札
等
参
加
資
格
審
査
申
請
を
行
い
、

競
争
入
札
等
参
加
資
格
を
有
す
る

者
の
名
簿
（
以
下
「
名
簿
」
と
い

う
。）に
登
録
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

受
付
期
間
・
方
法

＊
２
月
８
日
〜
２
月　

日
（
土
・

２４

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
）

＊
持
参
の
み
（
郵
送
に
よ
る
受
付

は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
期
間
外

の
受
付
も
一
切
し
ま
せ
ん
。） 

＊
提
出
先
：
神
河
町
役
場
総
務
課

＊
提
出
は
Ａ
４
版
フ
ァ
イ
ル
（
色

指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
）　

提
出
書
類

建
設
工
事
、
測
量
･
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
等
業
務

＊
入
札
等
参
加
希
望
業
種
調
書
及

　

び
申
請
書
提
出
書
類
チ
ェ
ッ
ク

　

リ
ス
ト

＊
一
般
競
争
（
指
名
競
争
）
参
加

資
格
審
査
申
請
書

＊
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書

（
建
設
工
事
の
み
）

＊
代
表
者
身
分
証
明
書
（
個
人
業

者
）

＊
商
業
登
記
簿
謄
本
（
法
人
）

＊
建
設
業
許
可
（
登
録
）
証
明
書

＊
完
成
工
事
高
調
書
（
統
一
様
式

①
―
２
で
可
）

＊
工
事
（
委
託
業
務
）
経
歴
書

＊
技
術
者
名
簿
（
任
意
様
式
）

＊
納
税
証
明
書　

国
税
（
町
内
業

者
は
町
税
）・
消
費
税
（
様
式

そ
の
３
の
３
）

＊
建
退
共
加
入
履
行
証
明
書
（
建

設
工
事
の
み
）

＊
営
業
所
一
覧
表

＊
使
用
印
鑑
届
（
原
本
）

＊
印
鑑
証
明
書

＊
委
任
状
（
支
店
・
営
業
所
長
に

対
す
る
も
の
、
原
本
）

＊
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
係
る
登
録
証
の
写
し

（
登
録
が
あ
る
場
合
）

　

提
出
様
式
は
国
土
交
通
省
統
一

様
式
に
準
じ
て
作
成
を
お
願
い

し
ま
す
。

物
品
の
製
造
の
請
負
、
買
い
入
れ
等 

＊
競
争
入
札
等
参
加
資
格
審
査
申

請
書

＊
申
請
書
提
出
書
類
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト

＊
登
記
簿
謄
本
の
写
し
ま
た
は
代

表
者
の
身
分
証
明
書
の
写
し

＊
町
税
に
お
け
る
滞
納
が
な
い
こ

と
の
証
明
書
（
神
河
町
に
納
税

し
て
い
る
場
合
）
ま
た
は
国
税

に
お
け
る
滞
納
が
な
い
こ
と
の

証
明
書
の
写
し
（
神
河
町
に
納

税
し
て
い
な
い
場
合
）

＊
委
任
状

＊
営
業
に
関
し
法
律
上
必
要
と
す

る
登
録
の
証
明
書
の
写
し

＊
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
係
る
登
録
証
の
写
し

（
登
録
が
あ
る
場
合
）

＊
神
河
町
競
争
入
札
等
参
加
資
格

審
査
申
請
書
（
物
品
製
造
等
）

提
出
書
類
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

 
関
係
書
類
の
配
布
方
法

＊
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
神
河

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://tow
n.kam

ikaw
a.hyogo,

jp
）
に
１
月
中
旬
に
掲
載
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課

�
３
４
―

０
０
０
１

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�

　

温
水
プ
ー
ル
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
名
が
「
ウ

オ
ッ
ピ
ー
」
に
決
定
し

ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

ホ
テ
ル
モ
ン
テ
・
ロ
ー
ザ
と
峰

山
高
原
ホ
テ
ル
リ
ラ
ク
シ
ア
、
そ

し
て
両
ホ
テ
ル
指
定
管
理
者
の
姫

路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
の
合
同
企

画
と
し
て
、
謝
恩
プ
ラ
ン
を
ご
用

意
し
ま
し
た
。
是
非
こ
の
機
会
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

施
設

　

ホ
テ
ル
モ
ン
テ
・
ロ
ー
ザ

　
　

�
３
５
―

０
７
７
７

　

峰
山
高
原
ホ
テ
ル
リ
ラ
ク
シ
ア

　
　

�
３
４
―

１
５
１
６

　

姫
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

　
　

�（
０
７
９
）２
８
４
―

３
３
１
１

料
金　

１
泊
２
食
付
き
お
一
人
様

　
　
　

１
０
０
０
０
円

　
（
休
日
前
は
、
２
０
０
０
円
割
増
）

期
間　

１
月　

日
（
日
）
ま
で

３１

申
込
み　

各
ホ
テ
ル
へ
直
接
申
込

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

麻
酔
科
に
１
月
１
日
付
け
で
、

新
し
く
田
路
大
悟
医
師
が
着
任
さ

れ
ま
し
た
。

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
る
と
将
来
受
け
ら
れ
る
「
老

齢
基
礎
年
金
」
や
「
遺
族
基
礎
年

金
」
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
な
く
す

た
め
に
、
金
融
機
関
の
預
（
貯
）

金
口
座
か
ら
自
動
的
に
国
民
年
金

保
険
料
を
引
落
と
し
す
る
「
口
座

振
替
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
下
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

○
振
替
方
法
に
よ
っ
て
保
険
料
の

　

割
引
が
あ
り
ま
す
。（
当
月
末

　

・
６
ヶ
月
前
納
・
１
年
前
納
）

○
保
険
料
を
納
め
に
行
く
手
間
や

　

時
間
が
省
け
ま
す
。

○
納
付
期
限
を
気
に
す
る
必
要
が

　

あ
り
ま
せ
ん
。

○
指
定
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
落

　

と
さ
れ
る
た
め
に
、
納
め
忘
れ

　

が
な
く
確
実
で
す
。（
た
だ
し

　

残
高
不
足
の
場
合
を
除
く
。）

�
�
�
�

　

口
座
振
替
の
お
申
込
み
は
、「
国

民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付

（
変
更
）
申
出
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
姫
路
社
会
保
険
事
務

所
ま
た
は
口
座
振
替
を
希
望
す
る

金
融
機
関
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

���

�����
た じ

�������
だ い ご



平成２２年１月１日 �
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地域の話題、イベントがありましたら情報センター（� 32 － 2752）
までお知らせください。
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　氏は、昭和５８年から平成１１年までの４期１６年に
わたり神崎町議会議員として在職されました。
　この間、神崎町議会副議長、建築特別委員会委員長、
総務常任委員会委員長、産業建設常任委員会委員長、
議員定数調査特別委員会委員長を歴任され、神崎町の
発展と住民の福祉向上、生活環境の改善にご尽力され
ました。
　また、全国町村議会議長会会長表彰、兵庫県議会議
長会会長表彰も受けられています。

（平成２１年９月１５日ご逝去）

��������	
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　１１月２５日（水）に開催された自治会・女性団体交流研修会にお
いて、おちフラワーくらぶが兵庫県くすのき賞を受賞されました。
　このくすのき賞は、ボランティア活動を通じて連帯の輪を広げ、
こころ豊かな地域社会づくりに貢献した団体に贈られるものです。
　おちフラワーくらぶは、会員による越知区内の緑化活動や美化活
動等環境保全活動に積極的に取り組まれています。小学校前、県道
沿い、川の駅周辺など植栽面積は広く、管理は大変な作業ですが、
地域のみなさんの目を楽しませてくれる花いっぱい活動を通じた地
域づくり活動が認められました。おめでとうございます。
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　１０月２５日（日）に香寺町武道館で行なわれた第２２回香寺合氣
道演武大会に神河町合氣道協会会員が参加しました。
　協会の皆さんは、声も大きく、技も美しく、元気一杯に演武披
露することができました。
　合氣道協会では、毎週木曜日の午後６時から神崎体育センター
で、毎週火曜日の午後６時３０分から神河町中央公民館で稽古を
しています。ぜひ参加してみてください。
入賞された方は次のとおりです。
《初級の部》　
　　優勝　松本みず貴さん（小４）・永井　万陽さん（小１）ペア
　　４位　松本みず貴さん（小４）・井藤　　星さん（小４）ペア

　寺野地区の��彌生民生委員が、平成２１年１０月２７日（火）に
開催された第５８回兵庫県社会福祉大会において、優良民生委員の知
事表彰を受賞されました。
　��委員は、平成１０年１２月１日就任されてから１０年以上務め
られ、この間地域福祉の向上に貢献されました。現在は、神河町民
生児童委員協議会の会長に就任されています。　長期間にわたる活
動に対し敬意を表するとともに深く感謝いたします。
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月
５
日
（
土
）、
青
少
年
健
全
育
成
大

１２
会
と
み
ん
な
で
考
え
る
人
権
の
つ
ど
い
を

合
同
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
神
崎
高
校
生
徒

会
が
「
南
中
ソ
ー
ラ
ン
」
を
披
露
。
躍
動

的
な
ス
テ
ー
ジ
で
全
員
が
輝
い
て
い
て
、

涙
が
出
た
と
の
感
想
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
で
は
、
豊
か
な
感
性
と

素
直
な
表
現
に
満
ち
溢
れ
た
子
ど
も
た
ち

の
人
権
ポ
ス
タ
ー
、
標
語
、
こ
こ
ろ
の
窓

写
真
の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
青
少
年
健
全
育
成
功
労

者
の
紹
介
、
優
秀
作
品
の
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
主
張
で
は
、
小
中
高
生

５
名
が
自
分
た
ち
が
学
ん
で
き
た
こ
と
や

経
験
を
も
と
に
、
感
じ
て
い
る
こ
と
や
考

え
て
い
る
こ
と
を
自
分
の
こ
と
ば
で
素
直

に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
世
間
の
喧
噪

の
な
か
で
忘
れ
か
け
て
い
る
何
か
を
私
た

ち
大
人
に
し
っ
か
り
と
訴
え
か
け
て
く
れ

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

第
二
部
の
講
演
で
は
、
奈
良
少
年
刑
務

所
篤
志
面
接
委
員
で
落
語
家
の
露
の
新
治

さ
ん
が
「
お
笑
い
人
権
高
座
」
を
披
露
。

『
笑
う
門
に
は
福

来
た
る
』
洗
練
さ

れ
た
軽
快
な
笑
い

の
な
か
に
し
っ
か

り
と
伝
え
た
い
中

身
を
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

人
の
命
は
倍
々

に
増
え
る
。　

代
さ
か
の
ぼ
っ
た
だ
け
で

１０

も
１
０
２
５
人
、　

代
さ
か
の
ぼ
れ
ば
１

２０

０
０
万
人
、　

代
で
は　

億
人
の
命
に
た

３３

８５

ど
り
着
き
ま
す
。
こ
れ
は
全
人
類
の
総
人

口
を
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
考
え

る
と
命
は
粗
末
に
は
で
き
な
い
、
無
数
の

命
が
私
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
。

　

え
た
、
非
人
の
時
代
以
前
に
ぐ
ち
ゃ
ぐ

ち
ゃ
に
混
ざ
り
あ
っ
て
い
ま
す
。
血
筋
を

励
み
に
す
る
の
は
い
い
が
、
不
当
、
理
不

尽
な
分
け
隔
て
に
使
う
こ
と
は
御
法
度
、

差
別
と
は
社
会
的
な
い
い
が
か
り
で
あ
る

と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
チ
ビ
、
ブ
ス
」
と
言
わ
れ
た
ら
、

「
は
あ
〜
」
と
返
す
。「
チ
ビ
い
う
な
」

と
言
う
と
チ
ビ
と
認
め
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、「
あ
い
つ
の
方
が
小
さ
い
や
な
い

か
」
な
ど
は
、
差
別
さ
れ
た
自
分
が
ま
た

新
た
な
差
別
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
ず

は
自
分
が
差
別
を
し
な
い
こ
と
、
人
の
値

打
ち
は
中
身
や
と
。

　

最
後
は
、
教
え
ら
れ
て
生
か
さ
れ
て
い

る
命
を
大
事
に
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
頑
張
る
こ

と
を
「
願
生
る
」
と
い
う
こ
と
ば
で
表
現

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
差
別
は
な
く
せ

る
、
減
ら
せ
る
。
自
分
自
身
の
生
き
方
を

み
つ
め
な
お
す
こ
と
、
こ
れ
が
自
己
変
革

で
す
と
締
め
く
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

わ
ず
か　

分
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た

６０

が
、
心
の
底
か
ら
笑
い
、
そ
し
て
つ
な
が

る
命
を
「
宝
の
子
」
と
表
現
さ
れ
た
こ
の

つ
な
が
る
命
が
、
い
つ
も
『
笑
』
の
満
ち

あ
ふ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

　神河町山田の藤原のどかさん（神崎高校２年）が平
成２２年３月２２日から埼玉県で開催される全日本選抜
高等学校パワーリフティング選手権大会に出場するこ
とが決まりました。
　藤原さんは、今年の４月から神崎支庁舎横にできた
「パワーハウスかみかわ」で練習をはじめメキメキ力
をつけ、１０月に開催された近畿大会では世界大会出場
標準記録を上回る２３５�（スクワット１００�・ベンチ
プレス４５�・デッドリフト９０�）を挙げ優勝し、全
国選抜大会でも上位入賞が期待されています。
　また、３月の高校選抜大会には、ソフトボール競技
で神戸野田高校の出場が決まっており、宮本由梨奈さ
ん（１年・吉冨）が所属。同じくソフトテニス競技で
は姫路商業高校の出場が決定し、堀上千秋さん（２年
･根宇野）と多田萌さん（１年 ･貝野）が所属してお
り、全国大会出場を目指して頑張っています。
　その他、秋の高校野球近畿大会で優勝し、春の選抜
大会出場が有力な神戸国際大付属高校２年生でエー
ス・４番の岡本健選手は、猪篠の森本幹男さんのお孫
さんです。
　がんばる高校生に町民のみなさん大きな声援をよろ
しくお願いします。
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平成２２年１月１日 ��
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その他次回の予定

実　施　日
受 付 時 間対　象　者行　事　名 と　こ　ろ

妊娠届、印鑑を
持参してくださ
い

２月４日�
��������� �

１３：３０～１３：４５妊娠の届出をさ
れる方

母子健康手帳交付
（ 母 親 教 室 ） 神崎支庁舎（神河町保健センター）

＊個別に案内
　します

２月２６日�
Ｈ２１．９．１９～　　　　
　　　１１．２６生まれ

１３：００～１３：３０生後３・４か月児
３ か 月 児 健 診
（及びＢＣＧ予防接種）

＊個別に案内
　します

３月２５日�
Ｈ２１．１１．２７～　　　　
Ｈ２２．１．２３生まれ

���������
１３：３０～１４：００

生後２・３か月児
Ｈ２１．９．１９～
　　　　１１．２６生まれ

も ぐ も ぐ 教 室
（離乳食教室） 神崎支庁舎（神河町保健センター）

相談希望の方は
ご参加ください２月５日�

���������
１３：３０～１４：３０

７か月児・１歳児
Ｈ２１．５月及び
　　Ｈ２０．１２月生まれ

す く す く 相 談
（乳幼児相談） 神崎支庁舎（神河町保健センター）

＊個別に案内
　します

２月１６日�
Ｈ１９．１２～　　　　　
　　Ｈ２０．１月生まれ

１３：３０～１４：３０２歳１・２か月児
２ 歳 児 相 談
（むし歯予防教室）

＊個別に案内
　します

２月２４日�
Ｈ２０．６～８月生まれ１３：００～１３：３０１歳６・７・８か月児

１ 歳 ６ か 月 児
健 診

４月２８日�
Ｈ１８．１２～　　　　　
　　Ｈ１９. ２月生まれ

���������
１３：００～１３：３０３歳２・３・４か月児

Ｈ１８．９～１１月生まれ３ 歳 児 健 診
神崎支庁舎（神河町保健センター）

＊個別に案内
　します

３月２４日�
Ｈ１８．１～３月生まれ１３：３０～１４：３０４歳児４ 歳 児 相 談

���������
９：００～１２：００一般住民

健 康 福 祉
な ん で も 相 談 神崎支庁舎（神河町保健センター）

�

�

�

�

���������������������������������

���������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����������

��������	
��
��
����

　今回は、ケアステーションかんざきで行ってい
る活動についてご紹介します。
　ケアステーションかんざきは、公立神崎総合病
院の北隣にあり、子どもの療育事業と介護や福祉
に携わる人への研修などの事業を実施しています。
　子どもの療育を行う事業（小児療育事業）では、
「ことばが出ない」「なかなか歩きはじめない」
「コミュニケーションが苦手」などの課題を抱え
たお子さんへの保育やリハビリを行っています。
また、「どのように子どもに関わったらいいのか
わからない」「園や学校でうまく過ごすことがで
きない」など、発達につまずきのあるお子さんの
子育てをされている保護者の方のご相談もお受け
しています。
　研修などを行う事業（介護支援事業）では、介
護や福祉に携わる職員の方向けの研修を行ったり、
情報交換の会を開催したりしています。その他、

��������	
��
��� 学校や地域に出かけて車いす体験教室やリハビリ
講座などのお話をすることもありますし、車いす
や杖などの福祉用具の使い方やどんな用具がいい
かなどのご相談もお受けしています。
　お子さんの育ちのサポートから、高齢の方の暮
らしの相談、学校や地域での介護教室・福祉体験
教室など、さまざまな活動を行っていますので、
お気軽にご相談ください。
　ご相談は、ケアステーションかんざきに直接ご
連絡いただくか、役場健康福祉課までお問い合わ
せください。

※公立神崎総合病院小児科では、定期予防接種できません。
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（４人分）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①�����は、ゆでて水にさらし、
　しょうゆ洗いをして３�に切る。
②���は、石づきを取って、
　�でさっと煮る。
③冷めたら、食べる直前に、きのこの煮汁大さじ３と
�����で和え、味をみて、����を加える。
　　　　　　　　　　　（いずみ会栄養講座レシピより）
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☆ビタミンＣがレモンの１.５倍もある特産品の柚子を
　いろいろな料理に使いましょう！
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対　　　　　象検査料金実施時間実施日検診種別

２０歳以上の一般住民１,０００円８：４５～１１：００毎週月～金曜日子宮がん検診
個　
　

別

３０歳以上の一般住民１,０００円８：４５～１１：００毎週木曜日乳がん検診（視触診）

５１～６９歳の奇数年齢の方１方向：２,０００円
１３：４５～毎週水曜日乳がん検診

（マンモグラフィ・視触診併用） ４１～４９歳の奇数年齢の方２方向：２,５００円

２０歳以上の一般住民１,０００円

受付時間
１３：００～１５：００１月２９日（金）

子宮がん検診
集　
　

団

３０歳以上の一般住民１,０００円乳がん検診（視触診）

５１～６９歳の奇数年齢の方１方向：２,０００円乳がん検診
（マンモグラフィ・視触診併用） ４１～４９歳の奇数年齢の方２方向：２,５００円
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①１日３食、決まった時間に食べる
　食事の間隔が開くと体が危機感を感じエネルギーをた
め込もうとします。
②寝る２時間前からは何も食べない
　夜遅くなればなるほど脂肪になりやすい。
③ゆっくりよく噛んで食べる
　よくかむことで満腹感が得られやすい。
④腹八分目を守る。
　もう少し食べたいでやめる習慣を。
⑤野菜、きのこ、海藻など副菜を先に食べる
　食物繊維が豊富なものを先に食べることでお腹が膨ら
み、食べすぎ防止になる。
⑥お酒を控え、休肝日をつくる
　アルコールは胃の活動を活発にし、食欲を増進させます。

⑦温かい物を飲む
　冷たい飲み物は細胞の代謝も悪くなり、エネルギーの消
費率低くなります。
⑧こまめに動く
　椅子に座っている時間が長い人ほど太りやすい。
⑨睡眠不足を防ぎ、ストレスをためない
　ストレスホルモンは脳に空腹感を感じさせ脂肪をため
ようと誘う。
⑩あと１０００歩多く歩く
　１０００歩＝１０分さっさと歩くクセをつけましょう。目標
は早歩で２０分です。
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内　　　　容時　間月日

教養講座�
「税のはなし」
　　須飼税理士事務所所長　須飼剛朗 先生

１０：２０　
～１１：５０

１
月　

日
�

１４
趣味講座�
（俳句・短歌・色鉛筆画・民謡・園芸・
グランドゴルフ）

１３：００　
～１５：００

������

内　　　　容時　間月日

趣味講座�
（書道・民謡踊り・茶道・華道・園芸・
歌謡・野の花・若返り）

９：４５　
～１１：４５１

月　

日
�

２８
教養講座�
　「裁判員に選ばれたら」
 　　　　　　　　神戸地方検察庁姫路支部

１３：００　
～１４：３０

�� � � � � �

観光協会フォトコンテスト
（秋・冬編）作品展

���
���

新春書き初め展���
���

��������	
��


��������	
�

　１１月１日～３日に作品展（神崎公民館）、１１月３
日に芸能発表会（中央公民館）が開催されました。
　作品展には５９６点の作品が出展され、芸能発表
会には３２グループが出演され、大いに盛り上がっ
た素晴らしい文化祭になりました。

会場：神崎公民館� � � � �

時　間月　　　　日教　室　名
１０：００～１月１５日�　�古 文 書 教 室

会場：中央公民館� � � � �

時　間月　　　　日教　室　名
１９：３０～１月 １９日� �英会話教室（初級）

１月２３日� �姫路科学館見学ワクワク工作教室

１０：００～１月１６日� �子ども茶道教室

９：００～１月 ９日� �楽 し い
お菓子づくり教室

会場：神崎公民館�������

内　　　容月　日

「南米の自然と文化」
　海外青年協力隊OB　小林好樹 先生

１３：３０～
　　１５：００１月１６日�

主　催　神河町文化協会
後　援　神河町教育委員会・神河町中央公民館・
　　　　神崎公民館

��������

日　　時　１月２３日（土）～２月１４日（日）
場　　所　神崎公民館ロビー
申込締切　１月１５日（金）
申込方法　申込用紙に、氏名・住所・電話番号・所属・

学校名・学年などをご記入ください。
　　　　　※申込用紙は、中央・神崎公民館にあります。
作品搬入　１月１６日（土）～１月２０日（水）
作品搬出　２月１４日（日）１５：００～
審 査 員　竹西教子先生
　　　　　※優秀作品には賞を用意します。（小・中・高のみ）

���������

� � � � � � � �

日　　時　２月１４日（日）１３：００～
場　　所　神崎公民館
申込方法　新作で未発表の作品を葉書に楷書で書

き、郵送又はご持参ください。
　　　　　※住所・氏名・電話・年齢を記入してください。
応募作品　短歌　２首以内
　　　　　俳句　２句以内
申込締切　１月１７日（日）（当日消印有効）
審 査 員　短歌　小畑　庸子 先生　
　　　　　※優秀作品には賞を用意します。
申 込 先　〒６７９－２４１３　神河町中村１０
　　　　　神崎公民館　�３２－１６８１
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再会 重松　　清
ニサッタ、ニサッタ 乃南　アサ
殺人者たちの午後 
 トニーパーカー（訳：沢木耕太郎）
よろこびの歌 宮下　奈都
完黙 永瀬　隼介
Ｑ人生って よしもとばなな
ほかならぬ人へ 白石　一文
夜の終焉（上・下） 堂場　瞬一
ぐうたら休日　リラックマ生活７　　　　　　　
 絵・文：コンドウアキ
 他１６冊

�������

ＷＩＬＬ 木多　孝好
６ＴＥＥＮ 石田　衣良
デパートへ行こう！ 真保　裕一
無理 奥田　英朗
殺してもいい命  刑事雪平夏見 秦　建日子
掏摸 中村　文則
己惚れの砦 中路　啓太
江戸の隠密・御庭番 清水　　昇
ぼくらの頭脳の鍛え方　必読の教養書４００冊　　
 立花　　隆
 　他１４冊
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　言えたはずの言葉が胸の中に積もっている。聞け
たはずの言葉をいつも虚空に探している。本当に大
切なものは、いつも側にあると気づいた。
　２９歳の森野は、１１年前に亡くなった両親の跡を継
ぎ、寂れた商店街の片隅で葬儀屋を営んでいる。
そんな彼女のもとに、仕事で関わった「死者」を媒
介にした、数々の不思議な話が持ち込まれてくる…。

������������� �������

　子供の頃、勇気はみんなから称えられ、努力は必
ず報われた。だけど、大人になった今は？
　初恋の少女、ちょっとさえないヒーロー、親戚中
の鼻つまみ者だった酔っぱらいのおじさん…。
　懐かしい人との再会が教えてくれた、気づ
かなかった幸せの数々。「勝ち負け」だけじゃ量れ
ない生きることの豊かさを伝える全６編。
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��������	
��
���ねんねグループ　１０：００～１０：５５
　　　　　　　　　　　　　　　　あんよグループ　１１：０５～１２：００
����体育館シューズ（大人）・お茶・汗拭きタオル・バスタオル（ねんね）
※お休みの場合はきらきら教室（�３２－２４１０）まで連絡してください。
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※グループ活動は途中入会もできます。各教室にお問い合わせください。

対　象　子育て中の親子（おじいちゃん・おばあちゃんも一緒にどうぞ）
内　容　小さい子ども向きの楽しい人形劇です。（○・△・□～なにしてあそぼう　赤いめんどり）
参加費　無料
主　催　子育て支援グループ　エプロンママ
共　催　神河町社会福祉協議会
問い合わせ　にこにこ教室　�３５－０６７７　　　　　　��������	
��
������

��������
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　暖かい床暖房の部屋で、五色百人一首や恐竜
かるた、ばばばあちゃんかるた、鬼太郎かるた、
ウルトラマンかるたなど、いろいろなかるたを
使ってたくさんのお友だちと「かるたとり」を
しよう。みんな誘いあってお越しください。
申込み締切　１月１５日（金）
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指
定
・
種
別　
　
　

神
河
町
指
定
文
化
財　

史
跡

　

指
定
年
月
日　
　
　

平
成　

年
１
月　

日

１０

２９

　

所
在
地　
　
　
　
　

神
河
町
福
本

　

所
有
者
（
管
理
者
）
神
河
町

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��

���
�

　

福
本
遺
跡
は
昭
和　

年
（
１
９
５
２
年
）
に
発
見
さ
れ
た

２７

遺
跡
で
、
神
河
町
内
に
人
が
住
ん
で
い
た
事
が
確
認
で
き
る

最
も
古
い
遺
跡
で
す
。

　

今
か
ら
一
万
三
千
年
以
上
前
の
旧
石
器
時
代
か
ら
近
世
ま

で
の
遺
構
や
遺
物
が
検
出
さ
れ
た
複
合
遺
跡
で
す
。
複
合
遺

跡
と
は
二
つ
以
上
の
時
期
に
わ
た
る
遺
跡
の
事
を
い
い
ま
す
。

　

福
本
遺
跡
は
特
に
縄

文
時
代
と
弥
生
時
代
と

奈
良
時
代
を

中
心
と
し
た
遺
跡
で
す
。

　

場
所
は
福
本
区
南
部

の
少
し
小
高
い
場
所
で
、

国
道
か
ら「
福
本
遺
跡
」

の
看
板
と
竪
穴
式
住
居

が
見
え
る
場
所
周
辺
で

す
。
そ
の
面
積
は
約
十

万
㎡
に
及
ぶ
も
の
で

す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
次

号
か
ら
連
載
で
紹
介
し

ま
す
。

昨年のかるた大会の様子
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グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
笠
形
で
は
、
播
磨
國
総

社
よ
り
神
官
を
迎
え
て
、
し
め
縄
、
書
初
め
、

結
納
セ
ッ
ト
な
ど
を
祈
祷
し
て
飾
り
焼
き
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
内
安
全
、
厄
除
け
、
受
験
な
ど

の
祈
願
を
受
付
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

午
後
２
時
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

先
着
２
０
０
名
に
は
、
ぜ
ん
ざ
い
の
無
料

サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

と　

き　

１
月　

日
（
木
）
午
後
２
時
〜

１４

と
こ
ろ　

グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
笠
形
の
ド
ー
ム

　
　
　
　

前
広
場

問
い
合
わ
せ　

グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
笠
形

�
３
２
―

１
３
０
７

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�

　

本
制
度
は
、
将
来
公
立
神
崎
総
合
病
院
の

医
師
と
し
て
従
事
し
よ
う
と
す
る
医
学
部
学

生
に
対
し
て
、
神
河
町
が
修
学
金
を
貸
与
す

る
制
度
で
す
。

募
集
期
間

　

４
月
１
日
（
木
）
〜
６
月　

日
（
水
）

３０

（
※
募
集
期
間
内
に
２
名
に
達
し
な
い
場
合

　

は
、
以
降
年
度
内
に
つ
い
て
受
付
す
る
。）

応
募
資
格

①
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
の
医
学
部

　

医
学
科
に
在
籍
し
て
い
る
こ
と
。

（
出
身
都
道
府
県
は
問
い
ま
せ
ん
。）

②
将
来
、
公
立
神
崎
総
合
病
院
で
医
師
と
し

　

て
勤
務
し
よ
う
と
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
。

貸
与
額　

月
額　

万
円

２０

募
集
人
員　

１
〜
５
学
年
生
の
う
ち
か
ら
２
名

問
い
合
わ
せ　

公
立
神
崎
総
合
病
院
総
務
課

�
３
２
―

２
４
８
８

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

　

県
立
姫
路
高
等
技
術
専
門
学
院
で
は
、
平

成　

年
度
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

２２
コ
ー
ス　

住
宅
設
備
、
木
造
建
築
、
溶
接
、

　

金
属
塗
装
の
各
コ
ー
ス

期　

間　

平
成　

年
４
月
か
ら
１
年
間

２２

対　

象　
　

歳
以
上
（
男
女
不
問
、
新
卒
可
）

１８

試
験
日　

２
月　

日
（
火
）

１６

出
願
期
間　

１
月　

日
（
火
）

２６

　
　
　
　
　
　
　

〜
２
月
９
日
（
火
）
ま
で

授
業
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

県
立
姫
路
高
等
技
術
専
門
学
院

�
（
０
７
９
）
２
９
８
―

０
９
０
０

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校
で
は
、
平
成　

年
２２

度
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

学　

科　

機
械
制
御
工
学
科
、
建
築
工
学
科
、

　

情
報
工
学
科
、
自
動
車
工
学
科

期　

間　

平
成　

年
４
月
か
ら
２
年
間

２２

対　

象　

高
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
者

試
験
日　

１
月　

日
（
土
）

３０

出
願
期
間　

１
月　

日
（
火
）

１２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜　

日
（
金
）
ま
で

２２

授
業
料
（
前
年
度
実
績
）

　

１
年
次　

無
料

　

２
年
次　
　

万
９
千
円

１９

問
い
合
わ
せ　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

�
（
０
７
９
６
）
２
４
―

２
２
３
３

�
�
�
�
�
�
�
�

　

国
立
県
営
兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、
平
成　

年
度
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

２２

学　

科

　

Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー

　

ト
科
、
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
イ
ン
テ
リ
ア

　

Ｃ
Ａ
Ｄ
科
、
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
事
務
科

対　

象　

身
体
障
害
者

選
考
日　

２
月
３
日
（
水
）

出
願
期
間　

１
月　

日
（
木
）
ま
で

２１

授
業
料　

無
料

問
い
合
わ
せ

　

国
立
県
営
兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
　

�
（
０
７
２
）
７
８
２
―

３
２
１
０

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成　

年
度
第
１
期
４

２２

月
入
学
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、
文
学
な

ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間　

２
月　

日
（
日
）
ま
で

２８

問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　
　

�
（
０
７
９
）
２
８
４
―

５
７
８
８

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

　

西
播
磨
高
齢
者
文
化
大
学
で
は
、
平
成　
２２

年
度
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

講
座
内
容　

健
康
福
祉
、
地
域
文
化
、
環
境

　

創
造

期　

間　

平
成　

年
５
月
か
ら
４
年
間

２２

（
年
間　

回
）

２５

対　

象　

満　

歳
以
上
（
４
月
１
日
現
在
）

６０

募
集
期
間　

１
月　

日
（
金
）

１５

　
　
　
　
　
　
　

〜
３
月
５
日
（
金
）
ま
で

受
講
料
（
前
年
度
実
績
）
１
５
０
０
０
円
／
年

問
い
合
わ
せ

　

西
播
磨
県
民
局　

西
播
磨
文
化
会
館

　
　

�
（
０
７
９
１
）
７
５
―

３
６
６
３

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

１
月　

日
（
火
）
か
ら
２
月　

日
（
金
）

１２

２６
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�※２００９年１１月３０日現在　外国人含む
　（　）は先月比
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ま
で
の
間
の
う
ち
、
火
、
水
、
木
、
金
曜
日

は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
休
園
し
ま
す
。

　

土
、
日
、
月
曜
日
、
祝
日
は
平
常
ど
お
り

開
園
し
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

　

各
ご
家
庭
に
一
枚
『
ヨ
ー
デ
ル
の
森
入
園

パ
ス
ポ
ー
ト
』
を
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
町
民
の
皆
様
に
よ
り
多
く
ご
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
皆
様
が
適
切
に
ご
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
一
部
不
適
切
な
ご
利
用
も
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
免
許

証
等
の
身
分
証
明
書
の
提
示
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

１
月
は
８
日
（
金
）
か
ら
営
業
を
開
始
し

ま
す
が
、
３
月　

日
（
木
）
ま
で
の
間
の
う

１１

ち
、
火
、
水
、
木
曜
日
は
休
業
し
ま
す
。

　

金
、
土
、
日
、
月
曜
日
は
平
常
ど
お
り
営

業
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

ヨ
ー
デ
ル
の
森　

�
３
２
―

２
９
１
１

　

産
直
市
場　
　
　

�
３
２
―

３
０
０
２

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

と　

き　

１
月　

日
（
水
）

２７

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

福
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

※
会
場
の
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

お
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

姫
路
税
務
署

�
（
０
７
９
）
２
８
２
―

１
１
３
５

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
��

�
�
�
�
�
�
	
�

��

　

１
月　

日
は
１
１
０
番
の
日
で
す
。
お
金

１０

の
振
り
込
み
を
要
求
す
る
不
審
な
電
話
が

あ
っ
た
時
や
事
件
、
事
故
な
ど
が
発
生
し
た

時
は
、
素
早
く
１
１
０
番
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

　

急
が
な
い
相
談
や
照
会
な
ど
は
、
県
警
な

ん
で
も
相
談
電
話
「
＃
９
１
１
０
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

郡
内
で
車
上
狙
い
や
自
転
車
の
盗
難
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



・
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
車
内
に
貴
重
品
を

　

置
か
な
い
。

・
必
ず
鍵
を
か
け
、
確
か
め
て
か
ら
離
れ
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



・
不
審
者
や
不
審
車
を
見
か
け
た
時
は
、
す

　

ぐ
に
１
１
０
番
を
。

問
い
合
わ
せ　

福
崎
警
察
署　

�
２
３
―

０
１
１
０

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

食
品
を
購
入
す
る
と
き
に
目
に
す
る
食
品

表
示
。
こ
の
表
示
に
間
違
い
が
あ
れ
ば
問
題

で
す
。

　

兵
庫
農
政
事
務
所
で
は
、
適
正
な
食
品
表

示
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
頃
の
お
買
い
物
で
不
審
な
表
示
を
目
に

し
た
場
合
や
食
品
表
示
で
疑
問
が
あ
る
場
合

は
、『
食
品
表
示
１
１
０
番
』
に
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
食
品
表
示
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
皆
様
が
開
催
さ
れ
る
会

合
や
勉
強
会
に
職
員
の
派
遣
も
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

近
畿
農
政
局
兵
庫
農
政
事
務
所

�
（
０
７
９
）
２
８
１
―

３
６
９
４

�
�
�
�
�
�
�

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

��

　

文
化
財
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
こ
の
日

を
中
心
と
し
て
、
全
国
的
に
文
化
財
防
火
運

動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
身
近
な

文
化
財
を
災
害
か
ら
ま
も
り
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

１
月　

日（
木
）午
後
１
時　

分
〜

２８

３０

　

電
話
相
談
（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　

�
３
２
―

２
３
０
３

�
�
�
�
�
�
�
�

１
月
８
日（
金
）午
後
１
時
〜
４
時

　

神
崎
支
庁
舎　
　
　
（
受
付
は
３
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　

�
３
２
―

２
３
０
３

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

１
月　

日（
火
）午
前
９
時
〜　

時

１２

１２

　

神
崎
支
庁
舎

問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　
　
　

�
３
２
―

２
４
２
１

��������������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������������

�

�

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
に
な
る
と
「
今
年
の
抱
負
は
？
」

と
質
問
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
み
な
さ

ん
は
今
年
の
抱
負
を
考
え
ら
れ
ま
し
た
か
。

　

気
持
ち
も
新
た
に
今
年
一
年
の
目
標
や
計
画

を
立
て
ま
す
が
、
い
つ
の
間
に
か
忘
れ
て
し
ま

い
、
年
間
を
通
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
な
か
な

か
難
し
い
も
の
で
す
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
、
抱
負
が
達
成
で
き
る

よ
う
に
一
日
の
目
標
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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